
計画策定の背景  計画の位置づけ  計画の期間 

本市のスポーツを取り巻く環境の変化や市民ニーズを踏まえつつ、

国の「第２期スポーツ基本計画」や「いわき創生総合戦略」など、他

の計画との整合を図りながら、スポーツを通じた市民の健康づくり、

さらにはスポーツを通じた地域活性化やまちづくりを目指して、今後

のスポーツ施策を総合的かつ計画的に推進するため、新たに「いわき

市スポーツ推進計画」を策定するものです。 

 本計画は、令和３年度から令和 12年度ま

での 10年間とし、本市を取り巻く社会情勢

の変化や計画の進捗状況等を分析・評価し、

必要に応じた見直しを、５年を目途に行う

ものとします。 

 

本市のスポーツを取り巻く現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状から見た課題 

 

 

 

 

※いわき市観光まちづくり
ビジョンの計画主体は一

般社団法人いわき観光ま
ちづくりビューロー 

いわき市スポーツ推進計画 概要版 
令和３年３月 

生涯にわたってスポーツに取り組むために 

・子どもの健康な体づくり 

・ビジネスパーソンのスポーツ機会の充実 

・高齢者・障がい者のスポーツ推進 

スポーツ環境を整えるために 

・スポーツ指導者の育成・充実 

・スポーツ施設・設備の充実 

・情報提供・発信の充実 

ーソンのスポーツ機会の充実 

・高齢者・障がい者のスポーツ推進 

地域活性化につなげるために 

・スポーツ合宿・イベントの誘致 

・東京 2020 大会とＲＷＣ2019 の大会レガシーの継承 

社会情勢等の変化 

・人口減少、少子・高齢化の進行 

・スポーツによる健康づくりへの注目 

・ライフスタイルの多様化 

・新たなスポーツ種目の増加 

・施設の老朽化 

・スポーツによる地域活性化への期待 

・いわきＦＣの誕生、日本パラサイク

リング連盟の本市への移転 

・東京 2020 大会とＲＷＣ2019 の

大会のレガシー（遺産） 

・新型コロナウイルス感染症に伴うス

ポーツ活動の変化 

市民スポーツ活動の現状 

・成人の週１回以上運動・スポーツ実施率は増加しているが、全国値を下回っている 

・頻度高く実施している高齢者などと全く実施しない人の二極化 

・働き盛りや子育てなど、30 歳から 49 歳までの女性の実施率が低い 

・実施できなかった理由は、「仕事や家事が忙しかったから」が最も多い 

・団体スポーツなどの実施率が高く、健康づくりや個人の種類・種目の実施率が低い 

・小・中学生の体力は、全国平均値を下回っている 

・スポーツ少年団の団体数と中学校の運動部の部員数・入部率は減少 

・高齢者の実施率は高く、頻度も多い 

・生活習慣病での死亡割合は全国平均より高く、医療費は県平均を上回っている 

・観戦実施率は全国値を上回っている 

・過去にスポーツを支える活動をしたことがある市民の割合は 16.3% 

スポーツ関係団体・事業者の現状 

・競技スポーツ関係、生涯スポーツ関係、学校関係などの各団体が連携した取組みを行

っている。 

・多くの団体で指導者が不足しており、また、高齢化が進んでいる。 

・プロスポーツチーム「いわきＦＣ」は、市民の健康増進やスポーツ人財育成、観光振

興などに取組みを行っている。 

スポーツ施設の現状・利用実態 

・各地区に一定水準の施設が立地しているが、大規模施設は市街地に集中 

・最も多い市民ニーズは「施設・設備の充実」 

・耐震化やバリアフリー化など取り組んでいるが、多くの施設は建設後 30 年以上経過 

スポーツ大会・イベントの現状 

・市民参加型から全国・世界規模まで、様々な大会・イベントを開催 

・「いわき市スポーツコミッション」と充実した宿泊施設を活かした合宿誘致 

成人の運動・スポーツの実施率（全国比） スポーツ観戦した人の割合（テレビ等含む） 

スポーツ施設の耐用年数超過施設数 
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スロープ

多目的トイレ

障がい者用駐車スペース

（件）

支える側で活動した人の割合 

スポーツ施設のバリアフリー化の状況 

１ 

週１回以上       週３回以上       していない 

年代別・男女別の運動・スポーツ実施率 

中学校の運動部活動部員数と入部率 

シルバーリハビリ体操への参加人数の推移 



基本方針  基本目標 具体的な取組み 
      

  

参
加
促
進 

ライフステージ 市民の多様なニーズやライフステージに応じた

子どもから高齢者まで、誰もがスポーツを楽し

むことのできる生涯スポーツの推進やスポーツ

教育の推進を図ります。 

・子どものスポーツへの関心の高揚と運動の習慣化による体力向上 

・ビジネスパーソンや女性などのライフスタイルとともにあるスポーツへの参加支援 

・高齢者が健康で生きがいをもって暮らせるスポーツ活動の促進 

・多くの市民が参加・参画するスポーツイベント・教室の開催 

・オンライン開催など多様な方法によるスポーツイベント・教室の推進 

・総合型地域スポーツクラブなど地域におけるスポーツの場の充実と運営体制の強化 

・スポーツに対し社内外で積極的な取組みをしている企業の支援 

・既存スポーツの持続と新しいスポーツの普及の支援 

 

 

１ 生涯スポーツ活動の推進 

 アスリート 競技者の自己実現を支援するととともに、トッ

プレベルの大会で活躍する競技者の輩出やトッ

プアスリートとの交流により競技スポーツの推

進を図ります。 

・小・中・高生への一貫指導体制による競技力の向上 

・ハイレベルなスポーツ大会への競技者の派遣支援 

・トップレベルの競技スポーツに触れる機会の充実 

・スポーツ団体の育成・支援と団体間連携の促進 

 
 

２ 競技スポーツの推進 

 ノーマライゼーション 障がい者が気軽にスポーツ活動に取り組める環

境や機会の提供、パラスポーツの推進により、共

生社会の実現を目指します。 

・障がい者の身近な生涯スポーツの普及・支援 

・パラスポーツ振興による競技者の育成と共生社会の実現 

・日本パラサイクリング連盟との連携 
  ３ 障がい者スポーツの推進 

 

基
盤
整
備 

ネットワーク 市民や事業所、各種関連団体が連携した組織体

制や情報提供体制を構築し、ネットワーク基盤

を強化します。 

・市民の「する」・「みる」・「ささえる」スポーツ仲間づくりの支援 

・大学や関連する他分野団体、他の自治体組織との連携・協力の促進 

・民間企業とタイアップしたスポーツ事業展開など官民連携の促進 

・情報を伝えたい対象への伝わりやすい方法による情報提供 

目標指標  
 

４ スポーツに関わる人・まち・ 

情報のネットワーク強化 
 

指 標 現 状 
目標指標 

令和 12 年度  サポート 市民ニーズに対応した質の高い指導者やボラン

ティアなどのスポーツ活動を支える人材の育

成・確保を図ります。 

・スキルの高いスポーツ指導者の育成・確保 

・スポーツボランティアの参加意識の醸成と育成・確保 

・市民ぐるみでスポーツを「ささえる」仕組みづくり 

 

参
加
促
進
・
基
盤
整
備 

① 週１回以上の 

スポーツ実施率 
51.1% 65.0% 

 
 

５ 指導者・ボランティアの 

育成 

 Ａ 全国、体力・運動能 

力、運動習慣等調査 

における体力合計点 

小５  97.25 

中２   100.32 

101.0 

101.0 

 ハード 安全で利用しやすいスポーツ施設の整備や利用

者のニーズに対応した適切な管理運営を推進す

るとともに、既存ストックを有効に活用し、施設

利用者のサービス向上を図ります。 

・施設の現状や利用状況を踏まえたスポーツ施設や設備の整備・充実と集約・機能複合化 

・利用者のニーズに応じつつＩＣＴの活用や民間活力などによる効率的な施設の管理運営 

・学校（廃校を含む）・公民館・公園施設等の既存施設の有効活用 
 

 
６ 施設の整備・管理運営の 

推進 
Ｂ 生活習慣病での 

死亡率 
心疾患 121.6 

脳血管疾患 129.0 

100.0 

100.0 

地
域
活
性
化 

スポーツツーリズム 本市の自然環境やスポーツ・レジャー施設等の

地域資源を活かしたスポーツを「する」・「みる」・

「ささえる」ことを目的とした旅行先としての

魅力を高め、交流人口の拡大を目指します。 

・本市の自然環境・地域資源を活かしたスポーツツーリズムの推進 

・大会やスポーツイベントの開催による交流人口拡大 

・「いわきサンシャインマラソン」との連携 
Ｃ 障がい者向けスポー 

ツ教室・イベントの 

参加者数 

660 人／年 950 人／年 

 
 

７ 地域資源を活用した 

スポーツツーリズムの推進 

Ｄ スポーツ仲間づくり 

の支援システムの構築 未整備 
構築して運用 

市民に定着  

 サイクルスポーツ 自転車文化を地域に浸透させ市民の自転車利用

により健康増進を図るとともに、市外からのサ

イクリスト誘客による総合的なサイクルスポー

ツを推進します。 

・安全で快適なサイクリング環境の整備 

・自転車利用の推進 

・自転車通勤の推奨 

・効果的な情報発信・収集 

・サイクルスポーツ資源を活用したツーリズムの推進 

・「いわき七浜海道」のブランドイメージ向上の取組み 

・サイクリストの拠点づくりと受入環境の整備 

 

 

８ 自転車を活用した健康増進 

と地域資源を活用した 

サイクルスポーツの推進 

Ｅ スポーツボランティ 

ア実施率 
16.3% 20.0% 

Ｆ スポーツ施設利用者 

の満足度 29.5% 50.0% 

地
域
活
性
化 

② 市内観光入込客数 

（交流人口）の拡大 7,555,942 人／年 9,000,000 人／年 
スポーツコミッション 関係機関・団体との連携による受入体制を整備

し、スポーツ大会の開催や合宿を誘致すること

により、交流人口の拡大を図り地域経済活性化

を推進します。 

・本市の自然環境等の特性を活かしたスポーツ合宿の推進 

・交流人口拡大を地域活性化につなげる仕組みづくり 

・新舞子ヴィレッジを活用した合宿プランの推進 

・東京 2020 大会とＲＷＣ2019 のムーブメントの継承 

 
 

９ スポーツ合宿・イベントの 

誘致による地域活性化 
 Ａ 市外からの 

合宿リピート率 37.7％ 50.0% 
 いわきＦＣ 市内唯一のプロスポーツチームであるいわきＦ

Ｃと連携して、スポーツが持つ力を最大限に活

用した人・まちづくりを推進します。 

・健康増進への活用 

・「スポーツによる人・まちづくり推進協議会」との連携 

・双葉郡の自治体との連携 

・シティセールスの強化 

Ｂ いわき FC に対する 

機運の醸成 57.1% 80.0% 
  10 いわきＦＣとの連携 

 

計画の進行管理  ・市民（個人・家庭・地域）・民間事業者・学校・スポーツ関係団体や関係機関及び市が、各々の役割を果たしつつ、多様な主体と相互に連携して「協働」による取組みを積極的に実践 

・PDCA サイクルの継続的改善手法により進行管理し、また、目標指標の達成状況を定期的に確認・評価するとともに、市民ニーズの把握に努めつつ、いわき市スポーツ推進審議会の意見等を踏まえて改善 
 

１ 
「スポーツでつながるまち いわき」 

～健康で豊かなスポーツライフの実現と 

スポーツとともに生きるまちづくり～ 

１０の基本目標の観点 

いわき市スポーツ推進計画 概要版 
令和３年３月 

２ 


